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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月2日(2014.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の超音波画像を形成する方法であって、
　超音波フェーズドアレイの表面から前記被写体のスキンラインを介して超音波ビームを
送信するステップであって、前記ビームは、あたかも、仮想の頂点及び仮想の曲率半径を
有する演算された曲面アレイから発するように、前記超音波フェーズドアレイの前記表面
からステアリングされるステップと、
　前記送信された超音波ビーム及び前記被写体から受信した超音波エネルギーから超音波
データを得るステップと、
　曲面アレイ用の計算を用いて前記超音波データを処理するステップであって、前記演算
における曲面アレイの頂点及び曲率半径をそれぞれ前記仮想の頂点及び前記仮想の曲率半
径で置き換えることを含むステップと、
　前記処理された超音波データを用いて超音波画像を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記被写体の前記スキンラインの外部領域に対応する、得られた超音波データの一部を
破棄するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記破棄するステップが、前記超音波データを処理するステップの後に行われる、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記超音波データを得るステップは、前記送信された超音波エネルギーが前記超音波フ
ェーズドアレイから発する前の期間に対応するデータを記録することを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記期間は、第１の時間に始まり、前記送信された超音波エネルギーは、第２の時間に
前記被写体の前記スキンラインに入り、
　前記第１の時間と前記第２の時間との間に得た超音波データを破棄するステップを更に
含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
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　前記得られた超音波データを処理するステップは、前記得られた超音波データの空間合
成を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記空間合成は、走査変換を行う前の前記超音波データに対して行われる、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　前記画像を生成するステップは、前記処理されたデータの画素空間データへの変換を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記フェーズドアレイの長さと、前記被写体の所望の視野とに基づいて、前記仮想の曲
率半径を決定するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信された超音波ビームは、第１の方向に向けられた第１のレイに沿ってステアリ
ングされた第１の超音波ビームであり、
　前記方法は、前記超音波フェーズドアレイの前記表面から前記被写体の前記スキンライ
ンを介して第２の超音波ビームを送信するステップであって、前記第２のビームは、前記
第１の方向とは異なる第２の方向に向けられた第２のレイに沿って前記超音波フェーズド
アレイの前記表面からステアリングされるステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のレイは、前記第２のレイと仮想の旋回点において交差する、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記仮想の旋回点は、前記演算された曲面アレイの仮想の表面と一致し、
　前記仮想の表面は、前記仮想の曲率半径に対応する距離で前記仮想の頂点から離間して
いる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記仮想の頂点は第１の仮想の頂点であり、前記演算された曲面アレイは第１の演算さ
れた曲面アレイであり、前記仮想の曲率半径は第１の曲率半径であり、
　前記方法は、第２の演算された曲面アレイを演算するステップであって、前記第２の曲
面アレイは第２の仮想の頂点及び第２の曲率半径を有するステップを更に含み、
　前記第２の演算された曲面アレイ、前記第２の仮想の頂点、及び前記第２の曲率半径を
用いて送信、受信、及び処理する前記ステップを繰り返す、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記超音波画像を生成するステップは、前記第１及び第２の演算された曲面アレイを用
いて処理された超音波データから超音波画像を生成することを含む、請求項１３に記載の
方法。
【請求項１５】
　被写体の超音波画像を形成する方法であって、
　超音波リニアフェーズドアレイを用いて第１のレイに沿って前記被写体内で超音波エネ
ルギーを送信及び受信するステップであって、前記超音波エネルギーは、あたかも、第１
の仮想の頂点を有する第１の曲面アレイから発するように送信及び受信されるステップと
、
　前記超音波リニアフェーズドアレイを用いて第２のレイに沿って前記被写体内で超音波
エネルギーを送信及び受信するステップであって、前記超音波エネルギーは、あたかも、
第１の仮想の頂点とは異なる第２の仮想の頂点を有する第２の曲面アレイから発するよう
に送信及び受信されるステップと、
　前記第１及び第２のレイに沿って送信及び受信された前記超音波エネルギーから収集さ
れた超音波データを、曲面アレイ用の計算を用いて処理するステップと、
　前記処理された超音波データを用いて超音波画像を生成するステップと
を含む方法。
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【請求項１６】
　前記第１の曲面アレイは、第１の仮想の曲率半径を有し、前記第２の曲面アレイは、第
１の仮想の曲率半径とは異なる第２の仮想の曲率半径を有する、請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　前記第１及び第２の曲面アレイについてそれぞれ第１及び第２の仮想のスキンラインを
演算するステップと、
　前記超音波データを処理するステップの後、前記被写体のスキンラインと前記第１の仮
想のスキンラインとの間の第１の領域に対応するデータ、及び前記被写体の前記スキンラ
インと前記第２の仮想のスキンラインとの間の第２の領域に対応するデータを破棄するス
テップと
を更に含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記超音波データを処理するステップは、前記超音波データの空間合成を含む、請求項
１５に記載の方法。
【請求項１９】
　被写体の超音波画像を形成する方法であって、 
　超音波フェーズドアレイを用いて前記被写体内で第１の超音波ビームを送信及び受信す
るステップであって、前記第１の超音波ビームは、あたかも、仮想の頂点を有する曲面ア
レイから前記仮想の頂点から離間している仮想の旋回点を介して発するように送信及び受
信されるステップと、
　前記超音波フェーズドアレイを用いて前記被写体内で第２の超音波ビームを送信及び受
信するステップであって、前記第２の超音波ビームは、あたかも、前記第１の超音波ビー
ムに対して第１の角度で前記仮想の旋回点から発するように送信及び受信されるステップ
と、
　前記第１及び第２の超音波ビームから得た超音波データを、曲面超音波アレイ用に作成
された演算を用いて処理するステップであって、前記演算における曲面アレイの頂点を、
前記仮想の頂点で置き換えることを含むステップと、
　前記処理された超音波データを用いて超音波画像を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２０】
　前記仮想の旋回点は、前記曲面アレイの仮想の表面と一致し、
　前記仮想の表面は、前記曲面アレイの仮想の曲率半径に対応する距離で前記仮想の頂点
から離間している、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記超音波データを処理するステップは、前記超音波データの空間合成を含み、
　前記超音波データを処理するステップの後、前記被写体のスキンラインと前記曲面アレ
イの仮想のスキンラインとの間の領域に対応するデータを破棄するステップを更に含む、
請求項１９に記載の方法。
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